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2024 年度 環境委員会 

プログラム 

開催日：2025年 6月 27日（金） 

 

１、環境活動報告 
 
販売する住宅における環境負荷の低減 

■住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動 

設計・積算課 太田 博子 

環境法令順守及び環境汚染の未然防止 
■解体工事における石綿分析結果報告・マニフェスト伝票の取得・共有 

企画開発 1課 河野 元貴 

 
社内における電気の省エネ推進・省資源活動 

   ■地球温暖化防止に向けた取り組み 
                                              管理部 横尾 由紀 
  

グリーン商品購入の推進 
■環境負荷を低減し、持続可能な社会の構築を目指して 

                                             管理部 横尾 由紀 
 

 

２、内部監査結果の評価 
 

              内部環境監査員 吉田 智 

３、記録類の評価 
 

■外部・内部環境情報 

企画開発課 河野 元貴 

■是正・予防処置報告書                     

環境管理責任者 町田 守靖 

■環境教育訓練実施記録                            

設計・積算課 青木 浩子 

 

４、順守評価 

設計・積算課 太田 博子 

５、前回のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに対する改善状況の報告 

環境管理責任者 町田 守靖 

６、環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 

環境管理責任者 町田 守靖 

７、外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待 

環境管理責任者 町田 守靖 

８、環境方針の見直し 

代表取締役 今井 榮一 
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販売する住宅における環境負荷の低減 

住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動 

 

報告者   設計・積算課 太田 博子 

 

 

2024 年度の環境マネジメントプログラムにおいて、住宅ソリューション本部では 2023 年度に

続き「販売する住宅における環境負荷の低減」への取組みとして、「住まいやすさを向上させる環

境に優しい商品の御提案と受注活動」を実施致しました。 

 

【住宅ソリューション本部 取組報告】 

 

   今期の取り組みとしては、前期同様「環境負荷低減商品の提案」を行ってまいりました。 

省エネルギーの推進に加え、環境に配慮した設計を重視し、長期的に快適な居住環境を維持でき

る住宅の提供を目指し、分譲事業および注文建築事業ともに断熱性能を ZEH 水準とし、着工棟

数 100％を ZEH 水準仕様とすることを目標としました。 

特に分譲戸建では、設計部門が ZEH 水準を超える HEAT20 の G2 水準の実現を目指し、推進を

図りました。注文住宅でも、お客様に G2 水準の断熱性能を提案し、より高性能な住環境の選択

肢を提供しました。 

また、営業担当者は設計部門が作成した資料を活用し、建物の省エネ性能についてお客様に説明

を行いました。顧客の十分な理解を促すとともに、その性能を持続し続けてもらえるよう働きか

けました。 

 

今期は、施工棟数 11 棟全てにおいて ZEH 水準を達成しました。そのうち 6 棟が東京ゼロエミ住

宅の補助金を受けられた事により ZEH 水準を上回る G2 水準の断熱性能に出来ました。 

また、情報共有・知識向上・提案力向上のための勉強会を引き続き開催しております。(今期開催

2 回) 

１ 

 

環境活動報告 
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月 月

7 5

9

11

12

1

1

2

2

5

5

※　〇・・・ＺＥＨ　　◎・・・G2仕様

世田谷区新町2-24Ａ号棟 戸建 SE/2階 〇

世田谷区新町2-24Ｂ号棟 戸建 SE/2階 〇

種別物件名 物件名 種別 構造/階数

SE/2階 ◎

SE/2階 ○

SE/2階 ○

SE/2階・小屋裏 ◎

SE/2階・小屋裏 ◎

SE/2階・小屋裏 ◎

SE/2階・小屋裏

戸建

東大泉3丁目B号棟 戸建

ZEH

等々力3丁目 戸建 SE/2階 ◎ 戸建 SE/2階 〇

ZEH構造/階数

世田谷区新町2-24C号棟

東大泉3丁目C号棟 戸建

東大泉3丁目D号棟 戸建 ◎

10 100%
達
成
率

大岡山2丁目 戸建

八潮N様邸 注文

吉祥寺南町2丁目 戸建

東大泉3丁目A号棟

100%

注文建築 1 棟 1 100%

※分譲案件・注文案件とも着工ベースで計上

分譲戸建 10 棟

…今期の事業計画棟数にカウントされる棟数…今期の事業計画棟数にカウントされる棟数

勉強会

実施日 実施内容

2025年
1月25日

TOTOテクニカルセンター見学及び技術セミナー受講
便器やユニットバス、シャワーヘッドなどTOTO製品を展示品や試験方法を見ながら、TOTOならではの技術
力の説明を受けた。また、他社製品の比較展示もあり、より具体的に製品について学べた。

2025年
4月25日

建築基準法改正・省エネ性能ラベル・ZEH・HEAT20・補助金（東京ゼロエミ・子育てグリーン住宅支援事業）に
ついての説明会を社内にて実施
・建築基準法改正による影響
・省エネラ性能ラベルの取り扱いについての説明
・ZEHとHEATH20の説明とそれに伴い断熱性能の種類と当社の基準の確認
・補助金の内容と必要な省エネ基準の説明
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来期は、建築基準法の改正もあったことから、より一層の省エネ住宅の実現に取り組まなくて

はならなくなっています。省エネ性能の高い住宅を、お客様にも長期に渡って維持してもらいや

すい住宅の提供を行っていきます。 

 

＜目標値＞ 

長期優良住宅 採用率 100％ 

分譲戸建／注文住宅ともに採用を働きかけます。 

長期優良住宅のメリットと維持管理の義務について、お客様に説明し、長期的に省エネルギーな

住宅での生活を長く続けて頂けるように勧めていきます。 

 

また、引き続き知識を深めるために半期に一度、全 2 回勉強会を実施します。 
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【生産課 取組報告】 

   

  生産課の取組みとしては、環境負荷低減商品（省エネ商品）1,200 万円の売上目標に対して、

実績が約 966 万円、達成率 80.54％となり、今期目標は未達となりました。 

 

例年通り、カーボンニュートラル、節電・節水系の選定した省エネ商品での数値となっていま

す。省エネ商品の受注は、リフォーム工事総売上 4,690 万円のおよそ 20％程度となりました。 

 

目標売上には少し足りませんでしたが、OB 顧客より、継続してメンテナンス、設備入替の相

談を頂いております。屋根に関しては、アスベスト法の厳格化もあり、葺き替えよりも、板金カ

バー工事の方が割安となっており、カバー工法の工事が増えています。屋根板金カバー工事は、

遮熱というよりも、屋根自体がスレート屋根より長寿命であり、長い目で見ると、住居を長持ち

させる事ができます。また、葺き替え工事と違い、廃棄資材を減らす事ができるため、CO2 削減

にもつながります。 

ユニットバスもヒートショック対策で、お風呂の内部を冷えにくく、貯めたお湯も冷めにくい

（魔法瓶浴槽、断熱蓋）など、省エネルギー商品が一般的になっています。 

 

来年度は、上記のような住宅長寿命化させる商品や、エネルギー節約商品も省エネ商品としてお

客様におすすめしていきたいと考えております。 

 

また、今期も引き続き、新規のお客様へのアプローチとして、会社近隣へのポスティング活動

を行いました。2024 年 11 月にポスティングを実施し、新規の反響を 2 件、面格子工事を 1 件受

注いたしました。 

・関町北 窓の防犯対策について 

・関町東 面格子（受注） 

 

来期も、西武バスの放送広告と併せた宣伝効果を期待し、地元での周知活動を続けていきたい

と思います。今後も OB のお客様からは、一定数お問い合わせがあると思いますので、省エネ商

品に加え、新商品等でメリットになるものを知識に入れて、ご提案できるようにいたします。 

来期は、省エネリフォーム工事受注 1,000 万円を目標とし、活動を行ってまいります。 
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環境マネジメントプログラム（50期）

5・6 月度活動報告

　

合　　　　　計 9,664,637 円

※上記リフォーム案件については受注ベースにて記載しております。

※上記金額は全て税込にて記載しております。

2024年度（50期）　合計金額 9,664,637 円 達
成
率

80.54%
2024年度（50期）　目標金額 12,000,000 円

6 月 横浜市港北区日吉 節水トイレ交換工事 220,000 円

6 月 練馬区大泉学園町 節水トイレ交換工事 359,370 円

4 月 世田谷区経堂 サンルームの遮熱対策工事 64,900 円

5 月 所沢市泉町 屋根遮熱スレート葺替工事 1,210,000 円

2 月 大田区東雪谷 節水トイレ交換工事 440,000 円

3 月 中野区江原町 節水トイレ交換工事（2台） 1,287,000 円

12 月 所沢市久米 外灯LED照明設置工事 52,170 円

2 月 さいたま市浦和区本太 屋根遮熱スレート葺替工事 1,045,000 円

12 月 西東京市泉町 屋根遮熱塗装工事 286,727 円

12 月 練馬区関町北 和室床下断熱・防湿工事 660,000 円

11 月 西東京市谷戸町 洋室床修繕・耐震補強・床断熱工事 1,540,000 円

12 月 練馬区向山 節水トイレ交換工事 220,000 円

9 月 練馬区貫井 ポーチダウンライトLED照明交換工事 14,300 円

10 月 練馬区上石神井 節水トイレ交換工事 440,000 円

8 月 世田谷区経堂 節水トイレ交換工事 451,000 円

9 月 和光市下新倉 キッチンLED照明交換工事 28,600 円

495,000 円

8 月 足立区青井 屋根遮熱塗装工事 538,170 円

7 月 練馬区西大泉 省エネエアコン交換工事 312,400 円

7 月 清瀬市梅園 節水トイレ交換工事

目標値 環境負荷低減商品の追加提案　受注金額（税込）　リフォーム：1,200万円

活動報告

【検査課】

5月6月の省エネ商品の受注は、3件　1,789,370円（サンルーム遮熱対策工事）でした。

引き続き、お引渡し15年～20年経過したOB顧客様からのメンテナンス、リフォーム等のご相談を頂いています。

外装メンテナンスではアスベスト規制法の影響もあり、屋根は板金カバー工法が主流になってきています。表面材の寿命が50年程度と、スレート屋根の

2倍以上あるので、長い目で見ると、ゴミが出ない省エネ商品となります。来期はそちらも含めて報告できればと思います。今期達成率は80.54％となりま

した。来期は目標売上1,000万円を目指して取り組みます。

受注月 現場名 顧客名 工事内容 受注金額（税込）

生産部　生産課 報告日： 2025年6月20日

目　標 販売する住宅における環境負荷の低減

具体的施策 住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動
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環境法令順守及び環境汚染の未然防止 

    解体工事における石綿分析結果報告・マニフェスト伝票の取得・共有 

 

 

 

 

解体工事における環境法令順守及び環境汚染の未然防止の取り組みとして、今期より石綿の分析結

果および産廃マニフェスト伝票（A 票、E 票）を社内 SNS へ 3 日以内の報告の徹底を実施しており

ます。 

解体工事の見積り依頼の際に【解体工事見積規定】を解体業者へ提出し、事前に確認をいただき、

石綿事前調査結果の報告および産業廃棄物マニフェスト伝票取得の徹底を図っております。 

毎週開催の企画開発会議で各現場の状況確認を行い、各担当者へ石綿報告書およびマニフェスト伝

票の社内 SNS への報告の再確認を行っております。 

解体工事における石綿調査報告、マニフェスト伝票管理表を作成し、現場単位で管理を行っており

ます。 

石綿の含有がある現場においては、適正に作業、処理が行われたことが確認できる写真等を取得し

ております。 

現在、マニフェスト伝票については、解体業者へ請求中の現場がありますが、その他現場において

は取得の確認が取れております。 

マニフェスト伝票の取得について、取得時期が遅れることがまれにありますので各担当者への意識

の徹底、解体業者への毎現場でのマニフェスト伝票を送付いただくよう周知し、取得の徹底を行いま

す。 

来期も引き続き、取り組みを行ってまいります。 

報告者  企画開発 1課 河野 元貴 
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2024年度【50期】　解体工事　アスベスト調査報告・マニフェスト伝票管理表 更新日： 2025/5/3

練馬区豊玉北4丁目 2024/6/24 2024/7/1 ～ 2024/7/31 (株)ショウエイプランニング 2024/6/13 有 2024/12/25～2025/2/1 工事完了済

練馬区東大泉3丁目（企） 2024/7/30 2024/10/6 ～ 2024/10/22 ㈱レクト 2024/10/10 無 2025/4/8～2025/4/15 工事完了済

新宿区若松町 2025/3/31 ～

豊島区池袋本町3丁目 2024/9/27 2024/10/21 ～ 2024/11/10 (株)ショウエイプランニング 2024/10/8 無 2025/4/20～2025//5/14 工事完了済

中野区中央5丁目 2025/1/17 2025/1/18 ～ 2025/2/10 (株)エムアイ工業 2024/7/19 無 2025/7/28～2025/8/9 工事完了済

練馬区石神井町1丁目 2024/9/30 2024/9/19 ～ 2024/10/6 ㈱レクト 2024/4/24 無 2025/3/23～2025/4/4 工事完了済

杉並区阿佐谷北1丁目 2023/4/23 ～

目黒区大岡山2丁目 2024/6/28 2024/7/10 ～ 2024/7/29 ㈱レクト 2024/4/24 無 2025/1/11～2025/7/19 工事完了済

世田谷区新町2丁目 2025/1/29 2025/2/10 ～ 2025/2/18 ㈱レクト 駐車場のため無 無 工事完了済

世田谷区奥沢3丁目 2024/12/23 ～ 工事完了済

豊島区南長崎6丁目 2025/2/28 ～ 工事完了済

渋谷区初台1丁目 2024/11/8 2025/4/21 ～ ㈱レクト 2024/11/18 無

渋谷区初台1丁目（西側隣地） 2025/4/28 2025/5/7 ㈱レクト 2025/3/25 無

品川区北品川4丁目 2024/11/11 2024/11/21 ～ 2024/12/3 (株)ショウエイプランニング 2024/11/28 無 2025//5/20～2025/5/25 工事完了済

豊島区駒込2丁目 2024/11/26 2025/1/14 ～ 2025/2/7 (株)ショウエイプランニング 2024/11/28 無 2025/7/14～2025/9/1 工事完了済

新宿区南町 2024/12/17 2025/1/9 ～ 2025/4/18 ㈱レクト 2024/12/20 有 工事完了済

杉並区上荻2丁目 2025/2/28 2025/3/12 ～ 2025/4/2 ㈱レクト 2025/3/14 無 工事完了済

目黒区八雲2丁目 2025/2/13 2025/3/4 ～ 2025/4/14 ㈱レクト 2025/2/19 無 工事完了済

港区南青山4丁目 2025/2/28 2025/6/上旬 ～ 2024/11/29 有

2025/1/15～2025/3/5

請求中

請求中

請求中

2024/11/21～2024/12/16

マニフェスト伝票交付日
マニフェストE票返送期限
※交付日から180日以内

2024/6/29～2024/8/6

2024/10/11～2024/10/19

2024/10/23～2023/11/16

2025/1/29～2025/2/10

2024/9/25～2024/10/7

2024/7/16～2024/7/24

請求中

含有 備考現場名 仕入決済日 解体工事期間
解体工事

業者
アスベスト

調査報告確認
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社内における電気の省エネ推進・省資源活動 

    地球温暖化防止に向けた取り組み 

 

 

 

 

   地球温暖化防止に向けた取り組みとしての省エネ活動    

 

地球温暖化防止の観点から、二酸化炭素排出量の抑制を目的とした環境にやさしい活動の一環として、

社内における電力の省エネ活動を継続的に推進しています。 

2024 年度は、2023 年度の実績値から 1％削減した電力使用量を目標に設定し、現状の省電力体制を

維持・強化することを目的として環境負荷の軽減に取り組みました。 

 

 

 

※5 月・6 月分のデータは未確定のため、本グラフは 4 月までの実績値を示しています。 

 

 

 

報告者  管理部 横尾 由紀 

 
7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 

2024 年度 計画値 3093.8 3246.2 3513.5 4225.8 4216.7 4675.3 4376.3 4796.3 4475.3 4236.5 

2024 年度 実績値 4169 4283 4698 3996 4141 4273 4051 4341 3797 3560 

太陽光  発電量  760 770 615 441 473 449 519 651 628 728 

実績値プラス発電量 4929 5053 5313 4437 4614 4722 4570 4992 4425 4288 
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  省エネ活動に関する取り組み報告   

 

取組の一環として、PC ログ取得機能による出退勤および PC シャットダウン時刻を記録し、正確な労

働時間の把握を行っています。加えて、セコムのセット時間を確認し、ビル全体の稼働状況を把握。

特に 20:30以降の退館を 3回行った方へ注意喚起を行い、エネルギー使用の抑制に努めています。さ

らに、管理部では週 1回のノー残業デーを実施し、働き方改革の推進にも取り組んでいます。 

また、太陽光パネルによる発電量および CO₂削減量を毎月算出し、報告書を通じて社内に周知するこ

とで、環境貢献度の可視化と社員の意識向上を図っています。 

 

2024 年 7 月から 9 月にかけては、電力使用量が月平均で約 1,000kWh 増加し、設定した許容値を上回

る状況となりました。主な要因は、新たに導入された吸気・排気システムの 24 時間稼働によるもの

であり、新設設備の消費電力は合計 1,825W/h（1日あたり約 43.8kWh）にのぼります。 

この状況を受け、以下の是正処置を実施しました。 

 

◆吸気・排気システムの消費電力量を確認 

◆環境マネジメント計画書の修正 

◆是正処置報告書の作成・提出 

これらの対応により、是正後は各月とも計画値を下回る結果となりました。 

 

今後も環境に配慮した活動を継続し、2025 年度は 2024 年度の実績値からさらに 1％削減した電力使

用量を新たな目標として設定し、持続可能な企業活動の実現に努めてまいります。 
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グリーン商品購入の推進 

    環境負荷を低減し、持続可能な社会の構築を目指して 

 

 

 

 

   2024 年度 グリーン商品購入活動報告書   

 

たのめーるの商品発注において、価格や品質、利便性だけでなく、環境への影響を考慮し、環境負荷

の少ない商品を優先的に購入する取り組みを継続しています。具体的には、以下のような商品を選定対

象としています。 

◆製造過程および廃棄処理において環境負荷が小さい商品 

◆再生材料を多く使用している商品 

◆消耗部分の交換・補充により長期使用が可能な商品 

◆使用後に再使用・再利用が可能で、分別廃棄ができる商品 

 

2024 年度は、公益財団法人日本環境協会エコマーク事務局が定めるグリーン購入法に基づき、特定

調達品目（22 分野 287 品目／2023 年 12 月現在）に該当する商品の購入率を 90％以上とすることを目

標に掲げています。 

この目標は、環境負荷の少ない製品の需要を高めることで、製品開発の促進と循環型社会の形成に寄

与することを目的としています。 

 たのめーる発注金額 グリーン・エコ商品購入額 達成率 

2024 年 7 月 61,807 円 57,779 円 93％ 

2024 年 8 月 63,734 円 62,826 円 99％ 

2024 年 9 月 56,645 円 53,398 円 94％ 

2024 年 10 月 47,237 円 43,297 円 92％ 

2024 年 11 月 36,637 円 34,319 円 94％ 

2024 年 12 月 68,003 円 61,171 円 90％ 

2025 年 1 月 28,752 円 23,573 円 82％ 

2025 年 2 月 72,897 円 67,695 円 93％ 

2025 年 3 月 72,083 円 68,125 円 95％ 

2025 年 4 月 59,603 円 57,445 円 96％ 

※5 月・6 月分のデータは未確定のため、4 月までの実績値を示しています。 

 

これらの取り組みを通じて、グリーン商品購入率は 2022 年度に 84.9％、2023 年度には 88％と 2024

年度では 92.8％と着実に定着しつつあります。 

2025 年度は数値目標の設定は行いませんが、引き続きグリーン商品購入率を算出・記録し、環境負

荷の可視化と改善に努めてまいります。 

また、新たな取り組みとして「ごみ分別の徹底」と「リサイクル率の向上」を掲げ、廃棄物の再資源

化を通じた環境負荷のさらなる低減を目指します。 

これにより、購買活動にとどまらず、社内全体での環境配慮行動の拡大を図ってまいります。 

報告者 管理部 横尾 由紀 
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内部監査結果の評価報告 

 

報告者 内部環境監査員 吉田 智 

 

 

今回は、外部審査にて改善の機会として「要求事項の網羅性も考慮し対応する余地がある」と指摘さ

れた事を踏まえ、マニュアルの「3．環境方針」から「10．改善」までの全ての大項目について、監査

を実施いたしました。 

  

【監査実施内容】 

 １．監査実施日 ：2025 年（令和 7 年）6 月 5 日(木)～6 日(金) 

  ２．対象部門  ：部門監査 （環境管理責任者・管理部・企画開発課・生産部） 

事務所監査（PM 事業課・ソリューション営業課） 

  ３．対象現場  ：練馬区東大泉 3 丁目 4 棟現場 

  ４．監 査 員  ：吉田(主任監査員) ・佐野 

  ５．チーム編成 ：1 チーム(吉田・佐野)  

 

監査の実施状況としましては、観察事項 1 件、改善提案事項 4 件、良かった点として評価する Good

ポイントが 2 件でした。 

下記に、指摘事項の概要と該当部署を記載いたします。 

 

【観察事項】1 件 

１. 今期の環境マネジメント計画書における具体的施策「アスベスト関連法令順守」の取組決定に至る

までの流れについて                          

環境管理責任者 

 

【改善提案】4 件 

１． マニュアルにおける環境管理記録の保管部門・保管期限について      環境管理責任者 

２． アスベスト含有調査にて「有」と判定された物件の解体工事の管理について   企画開発課 

３． 産業廃棄物処分業許可証の有効期限切れを防ぐ手順について          企画開発課 

４． 不燃ごみ箱への缶と電池の混入防止について               廃棄物保管状況 

 

【Good ポイント】2 件 

１．環境方針への MVV＋MP の反映について                  環境管理責任者 

２．アスベスト関連の知識を深める為の積極的な活動について           企画開発課 

 

 

２ 内部監査結果の評価 
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【今後の内部監査に関する方針】 

 

● 今回の内部監査の報告に対して、今井代表取締役より以下のコメントを頂きました。これらのお

言葉を踏まえまして、今後の方針を検討して参ります。 

 

昨年定めた新しい経営理念『MVV+Mp』をいち早く環境方針に組込み、ISO14001 の活動

の方向性が会社の目指す未来と一体となるように対応していることを高く評価します。大興

ネクスタでは Mission（使命・目的）を『「ひと と かち」 未来へつなぐ』と定めています。

ISO14001 においても MVV+Mp を意識し、未来に繋がり社会に貢献する企業としての活動を

実践し、唯一無二の企業を目指して成長していってください。 

 

● 来期より生産部門が 1 部門で独立し、企画開発課とソリューション営業課が同じ部門に組織が改

変される予定です。この新しい組織構造の中で環境に対し、総合的にどのように取り組んでいる

かの実情を確認いたします。 

● 外部審査の提案に基づき、全ての部門監査でマニュアル項番 3 番から 10 番までの全てを網羅し

た監査を実施しました。これについては来期も同様の継続するのか、全部門の監査を通して網羅

性が担保されていれば可とするかは今後の検討課題とします。 

● 今期は監査員 2 名体制での監査となりました。来期も増員等は行わず、引き続き 2 名での監査体

制を維持する方針とします。 

● 現時点の内部監査で必須と思われるセミナー情報を得られず、今期は内部監査員特別教育を受講

しませんでした。今後内部監査の教育については、適宜必要と思われるものに対して受講しスキ

ルを深めてまいります。 

 

 

【別紙参考資料】 

１．内部環境監査年間計画書 

２．内部環境監査実施計画書 

３．内部環境監査報告書 

４．内部環境監査観察事項記録 

５．監査実施写真 
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【オープニング・部門監査】2025.06.05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープニングミーティング 環境管理責任者 

 

管理部門 

 

企画開発課 

 

設計・積算課 

 

PM 事業課 

 

営業課  
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【現場監査】 2025.06.06 

練馬区東大泉 3 丁目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場監査 

 

現場監査 

現場監査 現場監査 

現場監査 現場監査 
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【ゴミ保管状況・責任者事前打合わせ・クロージング】 2025.06.06 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 階ゴミ保管場所 

 

2 階ゴミ保管場所 

 

地下ゴミ保管場所 

 

 

 

駐車場ゴミ保管所 

 

駐車場ゴミ保管所 

 

クロージングミーティング 

 

クロージングミーティング 

 

1 階ゴミ保管場所 
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外部・内部環境情報 

 

 

 

今期は外部情報 15 件、内部情報０件の発生数となっております。 

昨期 14 件、今期は 15 件の発生となっております。 

今期の内訳をみますと、過去弊社で分譲したお客様からの建物不具合や経年劣化からくる情報が

6 件、土地分譲後の地中ガラ等関連が 3 件、解体工事関連が 1 件、施工関連 1 件、その他近隣対応

等 4 件の内訳となっております。 

今期は 15 件と昨期とほぼ同数となり低い水準となっております。 

 

昨期は解体工事関連のクレームが 11 件に対して、今期は 1 件と大幅減となっております。要因と

しましては、比較的限られた解体業者（2～3 社）への発注となっている為、解体工事開始前の注意

事項を理解していただいており、事前の近隣への挨拶周りやご説明、家屋調査等の実施、車や設備

へのカバー等の配慮を行うなどの事前の危機予測と準備ができていたことが考えられます。 

 

来期に関しては、やむを得ないクレームを除き、引き続き、各工事が着工する前にお客様や近隣

住民の方への十分な説明や各調査および配慮を行い丁寧かつ誠実な対応をいたします。 

また、今期の目標同様、解体工事におけるアスベスト事前調査・報告及びマニフェスト伝票の取得

及び共有率 100％を目指しております。各業者様との関係性を構築していき、全社や課内での問題

意識を高め、各事業に関わるすべての方々への情報共有をしていきます。 

 

外部・内部環境情報の発生状況は別紙の通りです。 

報告者 企画開発課 河野 元貴 

３ 記録類報告書 
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【50期　外部/内部環境情報】 報告日:令和7年6月17日

　外部情報　計15件 内部情報　計0件

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕ 解体工事による地中埋設物のため、環境情報には該当しないと判断。

是正の必要性 有

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 有 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

　

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 有 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

解体時に敷地全体の掘削を行い、地中埋設物の確認の徹底を行う

1渡辺課長外部

内容

建設会社より見積り出してもらい当社の費用負担にて撤去予定。
見積りが出てきたが想定より高い為、工事会社、仲介含め折衝中

建築を進めている過程で、道路側の一部に地中障害物があり、ドリルが入っていかない。
地中障害物（ガラ）の撤去が必要の為、費用の負担をしてほしいとの事です。

買主

文京区大塚5丁目

令和6年7月21日

内容

外部 長山 2

令和6年8月11日

世田谷区深沢1丁目　明様邸

明様

・電動シャッターが途中で降りなくなる
・ホワイトボードに皺が寄っている

アフターサービス（小野専任課長）にて対応中

内容

外部 佐野 3

令和6年8月18日

中野区中野5丁目

買主様

境界ブロックのベースが約70cmあり、民法を守った範囲で建築計画を立てているが干渉し、希望の
建物が建てられない。

当社にて既存ブロック塀の撤去及び新設を行う。

境界ブロック施工時にベース幅まで図面に落として指示を行う
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内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 有 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 　 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 有 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内容

外部 長山 4

令和6年9月7日

世田谷区深沢1丁目　明様邸

明様

ホワイトボードの皺の件で、対応後も歪みが直らない

弊社負担で、伸び縮みしない
ホーローパネルの商品へ張替え対応

使った事が無い商材を使う時は施工方法や、クレーム情報などを
施工チームとも打合せしてお客様に、ご迷惑がかからないようにする

内容

外部 渡辺課長 5

令和6年9月12日

文京区大塚5丁目

買主様

地中障害撤去作業中に水の障害が発生し、費用が追加で発生した為、
その費用も負担してほしい

買主様と直接のご面談の日程調整中

内容

外部 長山 6

令和6年9月26日

深沢1丁目C号棟

買主様

通気部材が外れている

原因としては前回のクレームの際、全ての部品をビスで固定する対応をしたのですが、今回外れてし
まった1箇所を固定出来ていなかった為、今回改めて全て確認を行いました

今回の部材を今後は使用しない
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内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 　

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

　

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 無 次回以降のポスティングに反映

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 無

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

　

内容

外部 長山 7

令和7年1月26日

深沢5丁目

購入顧客

・弱電設備等の引込口の位置が悪い為、インターネット・電話回線工事の際に
NTTと工事可否についてのやり取りが生じたことや、希望する回線を導入できていない。
・NTTからは『1階に引込口を作ってください』と言われた。

上記2点は、仲介業者宛てにメールが届いた1/23付の状況と思われ、1/26付ではインターネット、電
話回線はすべて工事も完了しているとの事。（電話回線は通常電話回線ではなく光電話に変更した
との事）
・竣工図書（特に設備図を含め）を製本し、納品してほしい

確認中

内容

外部 遠藤（花） 8

令和7年1月30日

世田谷区等々力3丁目

ル・ソレイユ自由が丘オーナー様

チラシの投函をしないように、とのお電話

投函禁止マンション一覧表の更新

投函禁止マンション一覧表の更新

内容

外部 佐藤課長 9

令和7年1月30日

目白台3丁目

元売主の一人（西村氏）

所有者変更および工事チラシを渡していた西村氏より、私道の所有者変更の件は記載しないでほし
かったと。
また、私道の所有者を近隣に知らせる必要はないのではないかとメールで届きました。
原因 : 西村氏が自身で私道を購入したと勘違いしている。西村氏が私道の所有者だと勘違いしてい
る。

メールにて今回の売買が私道を含む売買だった旨の説明および、当社が本地と私道の所有者になっ
た旨を近隣に伝えた方が丁寧だと主張しました。
当社としてはこれ以上、西村氏に説明することはないので一旦、様子を見ることとします。
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内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 無 次回以降のポスティングに反映

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

　

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ○ 解体後の粉塵等が近隣へ広がっている

是正の必要性 有 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 　 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

　

内容

外部 岡田 10

令和7年2月7日

大山町

ファミールブラン代々木西原レクスタハウス

ポスティングに対するクレーム

ポスティング禁止一覧表へ追加

ポスティング禁止一覧表の更新

内容

外部 長山 11

令和7年2月23日

世田谷区新町2丁目

隣地マンション駐車場利用者

土・泥が車に飛んで迷惑している。
泥はねしないように処置はしてもらえるのか？
洗車代は補償してくれるのか？

2月25日に防草シート施工済み
洗車代を当社にて負担する方針

解体工事から建築塔までに期間がある場合は防草シートを施工する。

内容

外部 佐藤課長 12

令和7年2月26日

東大泉3丁目現場

北側隣地（伊澤氏）

屋根の形状上、雪などが降った時に伊澤氏の敷地内に落ちてくる可能性が高いため、どうにかして
欲しい

住宅ソリューション本部にて対応
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内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 　

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

　

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 無

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内/外 報告者 件数

日　時

場　所

相　手

内　容

対　応

環境情報に該当 ✕

是正の必要性 有 ※無の場合は理由：

再発防止策

再発防止の有効性
（妥当性）の確認

妥当

内容

外部 長山 13

令和7年3月12日

杉並区天沼1丁目　

中嶋様

１階トイレの南側壁 巾木のあたりから水が出てくる。（おそらく結露では？との事）
急ぎ、一度見に来てほしい。との事です。

アフターサービス（小野専任課長）にて対応中

内容

外部 太田 14

令和7年3月14日

東大泉3丁目A号棟

西側隣家2F阿部様

・建築中の物件の2Fの窓がマルヤマ様宅の窓と近い
・18時を過ぎても工事をしており、音がうるさい。非常識なのでは。

阿部様宅訪問し、サッシの形状が横辷出しで開き方、型ガラスであることを説明
工事の時間についても18時くらいには終了させるとお話し、了承いただきました

工事時間について現場にて徹底する

内容

外部 小野専任課長 15

令和7年4月12日

北区中里3丁目B号棟

ムーア様

2階キッチンレンジフード　ダクト廻りの結露、直下天井クロスのカビ

改善方法としては天井断熱材を屋根側に施工してダクト廻り（特にキッチンに近い方）の温度差を小さ
くする

今後の商品企画の際に参考にする
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是正予防処置報告書 

 

 

 

今年度において、「是正予防処置報告書」の作成が必要となる事案が 1 件発生しました。該当の事案

は、電気使用量に関する環境目標値が 7 月、8 月、9 月の 3 か月連続で未達成となったことによるもの

です。この結果は、マニュアル「不適合及び是正処置」における、(1) 不適合の定義の② 環境目標の

計画未達成に該当するため、是正処置報告書の提出対象となりました。 

原因として、今期は、社員の声を積極的に取り入れた改修工事プロジェクトを通じて、社内環境の抜

本的な見直しを図りました。その結果として実施された各種対策工事および設備改修により、電力消費

量が増加しております。具体的には、昨年 6 月にビル全体の給気工事を、8 月には地下の排気工事を実

施し、臭気およびカビ対策として換気システムを導入いたしました。その結果、電力使用量が大幅に増

加しております。 

なお、電気使用量は毎月 17 日締めで計測されており、換気システムによる電力消費分が 7 月分より

反映されているため、同月以降、目標値を下回る状況が続いております。 

以下に、主な換気設備の消費電力を示します： 

• 3F 給気ファン（三菱電機 BFS-300TA2-50）：900W/h 

• 2F 給気ファン（三菱電機 BFS-240TA2）：610W/h 

• B1F 排気ファン（三菱電機 JF-210TA）：315W/h 

合計：900+610+315=1,825W/h  

1,825W/h×24h=43.8kWh/日 

 

この消費電力量を加味し、10 月より計画値を見直して対応しております。 

また、その他の要因として、地下にカビ対策用のエアドックを設置し、24 時間稼働させているほか、

休憩スペースには冷凍庫の設置や電子レンジの増設など、電力使用量の増加要因が複数ございます。 

今後は、7 月より太陽光パネルの増設を予定しており、自家消費による電力供給を拡大することで、

電力使用量の抑制を図ってまいります。 

今年度の外部審査の結果をご報告いたします。不適合事項は確認されませんでしたが、「改善の機会」

10 件、「推奨事項」3 件、計 13 件のご指摘をいただきました。これらの指摘事項は、現時点では不適合

には該当しないものの、『放置すれば将来的に不適合となる可能性がある「予備軍」』と位置づけられま

す。そのため、原因を的確に分析し、不適合に至らぬよう早期に対策を講じてまいります。 

以下に、「改善の機会」として挙げられた内容を記載いたします。 

 

【改善の機会（10 件）】 

1. エアコンの簡易点検および法令点検を、より計画的に実施すること 

2. 内部監査における網羅性の確保と、用語の定義の明確化 

3. 日常的に実施されているマネジメントレビューに準ずる行為を、マニュアルに明記すること 

4. 「災害対策マニュアル」に基づいた防災訓練の実施 

5. マニフェスト管理表への日付記載漏れを防止する仕組みの整備 

報告者 環境管理責任者 町田 守靖 
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6. 特定家庭用機器の発生量を、環境影響評価表に反映させること 

7. 石綿に関するマニュアルの順守事項を確認するためのエビデンス記録の徹底 

8. 「災害対策マニュアル」の記載内容と実際の運用方法とのギャップ解消 

9. アスベスト処分業者の許可証を速やかに提示できる仕組みの検討 

10. 業務に必要な力量・資格を、文書等で明確にすること 

 

 

これらの項目のうち、すでに着手済み、または対応完了しているものもございます。今後も継続的な

改善を通じて、より高い品質とコンプライアンスの維持に努めてまいります。 
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環境教育訓練実施記録 

 

報告者 設計・積算課 青木 浩子 

 

今期の一般教育は、人材管理システム「カオナビ」のラーニングライブラリを利用して、オンライン

で実施しました。このシステムを利用することにより、社員それぞれが期限内で都合の良い時間に受講

可能となりました。また、管理側としては、受講履歴や進捗確認もでき、受講後にはテスト問題を提示

し、合格点に満たない場合は再度受講するという流れにより、学習の定着を促進することができました。 

教育の内容については、ISO の取り組みについて周知する事に加え、ISO14001 とは何か、なぜ

ISO14001 に取り組むのか、また、今期の取り組み内容、MVV に合わせて改訂した「環境方針」、及び

内部監査、外部審査の結果の共有をメインとしました。SDGｓについても理解を深めるための説明を組

み込んでいます。要所要所にクイズ形式を入れることにより、楽しんで学べるよう工夫しました。 

また、住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の提案活動の一環として、省エネに関する情報共

有および知識・提案力の向上を目的に勉強会を２回実施しました。1 回目の勉強会では、TOTO テクニ

カルセンターを訪問し、開発秘話や他社製品との比較展示を見学してきました。耐久性の向上、環境負

荷低減の工夫、災害対策について理解を深め、製品選定やお客様への説明に役立つ知識を得ることがで

きました。2 回目の勉強会では、太田さん・本山さんを講師として建築基準法改正、省エネラベル、各

種助成金制度とそれに伴う省エネ性能について、営業課も交えた説明会を実施しました。特に断熱性能

の要件が助成金によって異なる点について整理し、理解を深めることができました。 

 

 

教育種類 内  容 
 

対象部門 
及び対象者 

実施日 

従業員教育 
(一般教育) 

(1)環境方針の周知・徹底。環境方針、環境マネジメ
ントシステムの変更点及び、今期環境マネジメント
プログラムの内容についての確認。 
(2)自分の業務に関係する著しい環境側面及びそれ
に伴う顕在する又は潜在的な環境影響 
(3)環境パフォーマンスの向上によって得られる便
益を含む、環境マネジメントシステムの有効性に対
する自らの貢献 
(4)組織の順守義務を満たさないことを含む、環境マ
ネジメントシステム要求事項に適合しないことの意
味 
(5)前期内部監査の結果、外部審査での指摘事項など
の情報共有 
 
※その他、内部監査・外部審査、今後の CO2 削減計
画、SDGｓについての説明。 

管理本部 
事業開発本部 
住宅ソリューション本部 

（一般教育） 
2024.9 月 

内部環境 
監査員教育 

第三者機関による講習受講。 
(ISO14001 内部監査員研修 2日間コース) 

内部監査員 なし 

特別教育 

TOTO テクニカルセンター見学会+技術セミナー 設計・積算課 営業課 2025.01.21 

建築基準法改正・省エネ性能ラベル・ZEH・HEAT20・
補助金（東京ゼロエミ・子育てグリーン住宅 
支援事業） 

設計・積算課 営業課 2025.05.05 
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環境委員会 

2024年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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 順守評価 

 

 

 

 

当社が定めた法的要求事項及び、組織が同意するその他の要求事項に対する順守評価は、引き続

き毎月の定例会にて確認をしております。添付の資料の通り、今年度も順守に問題はありませんで

した。また、環境法令を取り纏めた「法的及びその他の要求事項一覧表」も定期的な更新を行って

います。またその法令を「順守評価表」へ追加し漏れの無いように処置を図っています。 

毎月、環境 LDB 通信のから環境法令の改正情報等の確認し、社内への共有を行い、法令遵守に

努めています。 

法令等の順守については、漏れなく完璧に遂行する必要がありますので、引き続き、法令更新の

情報収集に努めて参ります。 

 

 

 

報告者 設計・積算課 太田 博子 

４ 順守評価 
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 【建設課】電子マニフェスト（㈱環和）2024.04～2025.03 
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【検査課】マニフェスト伝票管理表 2024.04～2025.03 

【検査課】　マニフェスト伝票管理表

D票回収期限 E票回収期限

法：90日 法：180日

社内基準：80日 社内基準：180日

課内回収目安：70日 課内回収目安：170日

37472977813 会社倉庫 小野 2024/05/08 2024/7/17 5/8 1 2024/10/25 5/28 21 -

37472855103 会社倉庫 小野 2024/05/10 2024/7/19 5/10 1 2024/10/27 5/28 19 -

37472856676 会社倉庫 小野 2024/05/21 2024/7/30 5/21 1 2024/11/7 6/26 37 -

37473390485 会社倉庫 浦上 2024/05/30 2024/8/8 5/30 1 2024/11/16 7/30 62 -

37473398244 会社倉庫 小野 2024/06/12 2024/8/21 6/12 1 2024/11/29 7/30 49 -

37473398152 会社倉庫 小野 2024/06/12 2024/8/21 6/12 1 2024/11/29 7/30 49 -

37478027090 会社倉庫 小野 2024/06/26 2024/9/4 6/26 1 2024/12/13 8/27 63 -

37473450276 会社倉庫 浦上 2024/07/05 2024/9/13 7/5 1 2024/12/22 8/27 54 -

37478015945 会社倉庫 小野 2024/07/19 2024/9/27 7/19 1 2025/1/5 8/27 40 -

37478016811 会社倉庫 浦上 2024/07/26 2024/10/4 7/26 1 2025/1/12 8/27 33 -

37478016763 会社倉庫 浦上 2024/07/26 2024/10/4 7/26 1 2025/1/12 10/2 69 -

37478281606 会社倉庫 小野 2024/08/20 2024/10/29 8/20 1 2025/2/6 10/2 44 -

37478299655 会社倉庫 小野 2024/09/26 2024/12/5 9/26 1 2025/3/15 10/25 30 -

37478070070 会社倉庫 瀬谷 2024/09/27 2024/12/6 9/27 1 2025/3/16 10/25 29 -

37478072671 会社倉庫 小野 2024/10/10 2024/12/19 10/10 1 2025/3/29 11/26 48 -

37478560943 会社倉庫 小野 2024/10/23 2025/1/1 10/23 1 2025/4/11 11/26 35 -

37489891423 会社倉庫 浦上 2024/11/15 2025/1/24 11/15 1 2025/5/4 12/24 40 -

37489869992 会社倉庫 小野 2024/11/18 2025/1/27 11/18 1 2025/5/7 12/24 37 -

37489354453 会社倉庫 小野 2024/12/23 2025/3/3 12/23 1 2025/6/11 3/1 69 -

38489354184 会社倉庫 小野 2024/12/24 2025/3/4 12/24 1 2025/6/12 3/1 68 -

37489463933 会社倉庫 小野 2025/01/10 2025/3/21 1/10 1 2025/6/29 3/1 51 -

37489303316 会社倉庫 小野 2025/01/31 2025/4/11 1/31 1 2025/7/20 3/27 56 -

37489182113 会社倉庫 小野 2025/02/07 2025/4/18 2/7 1 2025/7/27 3/27 49 -

37489184865 会社倉庫 小野 2025/02/13 2025/4/24 2/13 1 2025/8/2 3/27 43 -

37489190336 会社倉庫 小野 2025/02/17 2025/4/28 2/17 1 2025/8/6 3/27 39 -

37489192300 会社倉庫 浦上 2025/02/21 2025/5/2 2/21 1 2025/8/10 4/25 64 -

37489193011 会社倉庫 小野 2025/02/26 2025/5/7 2/26 1 2025/8/15 4/25 59 -

37489268202 会社倉庫 小野 2025/03/10 2025/5/19 3/10 1 2025/8/27 4/25 47 -

37496811870 会社倉庫 小野 2025/03/24 2025/6/2 3/24 1 2025/9/10 4/25 33 -

37496931032 会社倉庫 小野 2025/03/28 2025/6/6 3/28 1 2025/9/14 5/28 62 -

八栄
ＦＡＸ
送信

№
回収
日数排出現場名

E票
回収日

D票
回収日排出日

排　出
担当者

回収
日数
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ISO14001　事務所　順守評価表

対象期間 2024年7月1日～2025年6月30日

更新日 2025/6/19

法規名 要求事項 項目 搬出日 回収業者 処分業者 A票 D票

練馬区廃棄物
の処理及び清
掃に関する条

例

当社地下に備付の排水槽に溜まる汚
泥を一般廃棄物として適正に処分を行
う。

2024.11.13 東和興業株式会社

・株式会社京葉
興業
・株式会社太陽
油化

あり
50ｋｇ

あり
50ｋｇ

法規名 要求事項 項目 搬出日 回収業者 処分業者 A票 D票

水銀廃棄物
ガイドライン
（平成29年６

月）

・「水銀使用製品産業廃棄物」の収集
運搬又は処分の許可を受けた事業者
に委託する。
・水銀回収が義務付けられているもの
の処理を委託する場合は、水銀回収
が可能な事業者に委託すること。

法規名 要求事項 項目 1 2 3 4 5 6 7

排出日付

対象物

処分方法

回収店舗
処分業者

証拠書類有無
有の場合は書類
番号

法規名 要求事項 項目 1 2 3 4 5 6 7

排出日付 2024.9.6 2025.4.5

対象物
デジカメ 2点

電卓 2点

処分方法

関町リサイクルセンター
に設置されている小型

家電回収ボックスに投
入

関町リサイクルセンター
に設置されている小型

家電回収ボックスに投
入

処分業者 関町リサイクルセンター 関町リサイクルセンター

証拠書類有無
有の場合は書類
番号

家電リサイ
クル法

特定家庭用機器の排出の際は、小売
店へ料金を支払引き渡す、または自
治体指定の方法で引取り依頼する。
【特定家庭用機器】
ﾃﾚﾋﾞ（液晶・プラズマ含）、ｴｱｺﾝ、電気
冷蔵庫及び冷凍庫、電気洗濯機、衣
類乾燥機

小型家電リ
サイクル法

使用済み小型電子機器の排出の際
は、関町リサイクルセンターに設置さ
れている小型家電回収ボックスに入
れる。
産廃と共に排出する場合は、認定事
業者へ排出し、マニュフェストの管理を
行う。
【使用済小型電子機器】
*練馬区定め13品目
①携帯電話②携帯音楽プレーヤー③
携帯ゲーム機④デジタルカメラ⑤ポー
タブルビデオカメラ⑥ポータブルカーナ
ビ⑦電子辞書⑧卓上計算機⑨ACアダ
プター⑩タブレット型情報通信端末⑪
ICレコーダー⑫補助記憶装置(ポータ
ブルハードディスク、USBメモリ、メモ
リーカード)⑬電気かみそり
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法規名 要求事項 項目 第一四半期

点検目安 7月～9月

点検日付 2024/7/5

室外機の異常振
動・異常運転音状
況

無し

室外機及び周辺の
油のにじみ

無し

室外機のキズの有
無、熱交換器の腐
食、錆、傷など

無し

室内機の熱交換
器の霜付きの有無

無し

点検目安

点検日付

点検業者名

異常の有無（記録
有）

異常時の処置内
容

フロン類の漏洩量の算

定結果（記録有）

フロン類の回収量と充

てん量（記録有）

フロン類の漏洩量の算

定結果（記録有）

対応日

異常等の内容

処置内容

フロン類の回収量
と充てん量

フロン類充填日

フロン類の漏洩量
の算定結果

入替日時

処置内容

フロン類の種類・
回収量と充てん量

フロン類充填日

法規名 要求事項 項目 1 2

実施日 2024.10.18 2025.4.21

対象期間 半年 半年

点検受託者 ナカムラ防災㈱ ナカムラ防災㈱

消火器具点検結
果　良・不良

良 良

誘導灯及び誘導灯
標識点検結果
良・不良

良 良

2025.6.18

新菱冷熱工業株式会社

無し

機器入替時の対応

第三四半期 第四四半期

2024/12/11 2025/2/12 2025/5/22

第二四半期

簡易点検の実施

10月～12月 1月～3月 4月～6月

定期点検の実施
(3年に1度）

無し 無し

無し 無し 無し

無し

無し 無し

ー

ー

次回　2022.7から2025.6に実施

消防法

本社屋消防用設備等（特殊消防用設
備等）の点検実施

消防法第17条3の3

平常運転時の異常等への対応

フロン排出
抑制法

無し

無し 無し 無し

ー

－
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報告者 環境管理責任者 町田 守靖 

2023 年度 環境委員会 議事録 
2024 / 6 / 21 

会議の種類  ISO14001 環境委員会 

日 時 2024 年 6 月 21 日(金) 13：00～14：00 

場 所 本社ビル 地下打合せスペース （13 名） 

出 席 者 今井会長､今井副社長、川本常務、松浦部長 

（監査チーム）佐野主任 

（推進メンバー）青木課長代理、太田主任、河野主任、岡田、横尾主任 

（環境管理責任者）町田常務、（事務局長）渋谷 

欠 席 者 吉田課長 

参 考 資 料 2023 年度環境委員会報告書 

議 事 内 容 

１． 環境活動報告 

 

①住まいやすさを向上させる環境に優しい商品の御提案と受注活動 （報告者：岡田・青木） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

今井会長 ZEH とＧ2 断熱は違うものですか？ Ｇ2 断熱仕様の方が性能が高いで

す。ＺＥＨを標準採用としていま

す。 

 

②社内における電気の省エネ活動 （報告者：横尾主任） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は特になし。 

 

 ③環境負荷を低減し、持続可能な社会の構築の実現 （報告者：横尾主任） 

・活動実績、来期の目的・目標を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

今井副社長 グリーン商品やエコマークの付いている商品を気を

付けて確認していれば目標達成できそうですね。 

 

前回のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに対する改善状況の報告 ５ 
 

前回のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰに対する改善状況の報告 ５ 
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２．内部監査結果の評価 （報告者： 内部環境監査員 佐野主任） 

 ・内部監査結果を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は特になし。 

 

３．記録類の評価                                 

①外部・内部環境情報 （報告者：河野主任） 

・外部・内部環境情報の集計結果を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

今井副社長 解体工事のクレームは近隣の方が多いのですか？ ほとんど近隣の方からのクレーム

です。事前に対策をすれば防げる

ものもあったと思いますので、今後

は業者への支持等徹底していきま

す。 

 

②是正予防処置報告書  （報告者：町田常務） 

・是正予防処置報告書の集計結果を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

今井副社長 社内パトロールは、推進メンバー以外の方も参加し

ているようですので、違う目線で見ることができてと

ても良いと思います。ぜひ色々な方に声をかけてい

ただきたいです。 

 

 

③環境教育訓練実施記録 （報告者：青木課長代理） 

・環境教育訓練実施記録として提出された記録をもとに報告。詳細は報告書参照。  

・質問内容、返答内容は特になし。 

 

４．順守評価 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・活動実績を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は特になし。 

 

５．前回のマネージメントレビューに対する改善状況の報告 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・前回のレビューインプットに対するレビューアウトプットを報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は特になし。 
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６．環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・環境の変化に対する評価を報告。詳細は報告書参照。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 来期着工棟数 6 棟➡7 棟   

 

７．外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待 （報告者：環境管理責任者 町田常務） 

・外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待について環境委員会にて検討。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 印刷してお配りいたしますので、ご確認よろしくお

願いいたします。 

 

 

８．環境方針の見直し  

・環境方針の見直しについて確認。 

・質問内容、返答内容は下記の通り。 

質問者 内容 返答 

町田常務 印刷してお配りいたしますので、ご確認よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

９．総評及び指示 

 

≪今井会長より≫ 

 会社の改修工事が入っていて相当埃が溜まっていましたが、地下フロアはエアドック設置のおかげも

あり、空気が良くなったと感じます。大がかりな工事でしたが、無事終了しましたので、これを機に改

めて社内の環境整備を行っていただきたいと思います。以前より少し乱雑になっている箇所も見受けら

れます。部署ごとに気を付けて行ってもらいたいと思います。外部の方からは、整理整頓がきちんとし

ていて、お客様に対する礼儀も正しいと、お話を頂くことがあります。業績や社会的なイメージにも繋

がっていくと思いますので、今後も引き続き社内の整備をお願いしたいと思います。 
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環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 

 

報告者 環境管理責任者 町田 守靖 

 

当社の環境マネジメントシステムの有効性を確実にし、継続的改善によりそれを維持する為に 

 必要な環境の変化に関する情報とそれに対する対応や取組みを以下に報告します。 

 

  今後、当社の事業活動及び環境管理活動に影響を及ぼす情報を内部と外部に分類し、取組予定と

共に記します。 

 

1. 内部環境 

当社の ISO14001 の取り組みについては、従来通り、経営規模に応じた「身の丈に合った運用」

を継続しております。昨年度も申し上げた通り、企業価値の向上を目的として、必要不可欠な分

野には積極的な投資を推進しており、環境関連の投資も例外ではありません。 

気候変動に伴い、異常気象などのリスクが高まる中、それに対応することは社員の健康を守るだ

けでなく、社会貢献にもつながると考えております。これらを踏まえ、今後も着実な活動を継続

してまいります。 

  

今期の主な取り組み 

• 緊急時対応プロジェクトを立ち上げ（地震・火災対応）、新たな緊急対策マニュアルを作成。

これに則った形式で、9 月 1 日に防災訓練を実施予定。 

• 地下会議スペースの椅子にカバーを設置。 

• 武蔵関における「フードリボンプロジェクト」飲食店設立を目的とした分科会を発足。 

• 1 階駐車場のリーフ車用車止めを一部カットし、つまずき防止対策を実施。 

• 備蓄食料を「もったいないジャパン」へ寄贈。 

 

来期の予定 

• 今期導入予定だった太陽光パネルの増設工事は、東京都の承認遅れにより来期へ延期。既設

パネルと合わせて、本社使用電力の 2/3 程度を賄える見込み。 

• 9 月 1 日に防災訓練を実施予定。後日、「健康経営プロジェクト」と連携し、「ウォーキング×

避難所巡り」イベントを開催予定。 

  

今年度は推進メンバーの入れ替えはありませんでしたが、青木さん（7 年）、岡田さん（6 年）

と長期にわたりご尽力いただいていることから、今後の社内浸透を目的に、メンバーの交代を検

討してまいります。地道に継続している「社内パトロール」や「DAN・SHA・RI（断捨離）」活

動は、社内の整理整頓や環境整備に大きな貢献をしています。今後も ISO14001 の枠組みを活用

し、社内環境の整備を着実に進めてまいります。 

６ 環境の変化に関する情報及び改善の為の提案 
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2．外部環境 

昨今の環境技術の中でも、最も注目されているのは「ペロブスカイト太陽電池」です。この技術は、

ペロブスカイト構造を持つ化合物を用いた太陽電池であり、2009 年に桐蔭横浜大学・宮坂力教授に

よって開発されました。 

この技術の主な特徴は以下の通りです。 

・軽量・薄型：従来のシリコン太陽電池と比較して、厚さは約 1/100、重さは約 1/25 と非常に軽量。 

・柔軟性：曲げることが可能で、建物の壁面や車体、衣類など多様な用途に対応。 

・低コスト：製品面では、印刷技術による製造が可能で、量産性に優れています。 

経済産業省は、発電コストを 10〜14 円/kWh とする目標を掲げており、これはシリコ

ン型と同等かそれ以下の水準です。 

設置面では、軽量かつ柔軟な特性により、工事費の削減が期待され、屋根・壁面・車体

などへの応用でコストパフォーマンスが向上します。 

・高効率：変換効率は 26.7%に達し、シリコン型に匹敵。 

・弱光下での発電：曇天や室内光でも発電が可能。 

・市場価格：現在は普及初期段階で価格は安定していませんが、将来的には 1W あたり 50〜100 円程

度まで低下する見込みです。たとえば、100W 相当の小型パネルであれば、5,000〜10,000

円程度が想定されます（量産化が進んだ場合）。現在当社に導入済みのシリコン太陽光パ

ネルは、100W あたり約 150,000 円です。価格優位性は明らかです。 

2025 年より、ペロブスカイト太陽電池の商用化が国内外で本格的に始まり、建築物やモビリテ

ィ分野への導入が進んでいます。これに伴い、日本政府は 2040 年までに国内 20GW の導入を目指

す「次世代太陽電池戦略」を策定し、支援体制を強化しています。国内では、積水化学工業やエネ

コートテクノロジーズなどが量産体制を構築しており、特に建材一体型太陽電池（BIPV）として、

ビルの窓や壁に組み込む製品が登場しています。海外においても、中国や欧州を中心に量産が進み、

特許出願も急増しています。ペロブスカイト太陽電池は、従来設置が難しかった軽量屋根や曲面に

も対応できる柔軟性を持ち、設置場所の自由度が高いことが大きな利点です。また、製造時のエネ

ルギー消費が少なく、ライフサイクル全体での CO₂排出量も抑えられるため、環境負荷の低減に大

きく貢献します。さらに、主原料であるヨウ素は日本が世界第 2 位の生産国であり、資源の地産地

消という観点からも高い優位性を有しています。 

このような製品が戸建住宅にも普及し、自家消費が推進されれば、日照条件の悪い立地であって

も購入電力量の抑制が可能となり、化石燃料の消費削減を通じて環境への大きな貢献が期待されま

す。将来的には、本社ビルのカーテンウォールや壁面にペロブスカイト太陽電池を組み込むことで、

建物自体が発電機能を持ち、電力の自家消費をさらに推進することも可能となります。一方で、再
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生可能エネルギーの導入が進む中、その発電の不安定性を補うための高効率な蓄電技術にも注目が

集まっています。特に、全固体電池やフロー電池といった次世代バッテリーは、エネルギー密度の

向上、安全性の確保、大容量かつ長時間の蓄電を可能にし、再エネの安定供給を支える重要な技術

として期待されています。 

また、建築分野においては、脱炭素化の推進に向けて、断熱性の高い素材、太陽光発電の導入、

およびスマート制御技術を組み合わせた省エネルギー建築が広がりを見せています。これにより、

エネルギー消費の最小化と再エネの最大活用が可能となり、ゼロエネルギービル（ZEB）やグリー

ン建材を活用した持続可能な建築の実現が加速しています。これらの技術革新は、エネルギーの地

産地消や CO₂排出削減に大きく貢献し、持続可能な社会の構築に向けた重要な柱となっています。 

着実に進めてきた備蓄食料等のストックについても、引き続き推進していく方針です。現在、3

階の旧コピー室を新たに備蓄品倉庫として活用し、既存の駐車場内の備蓄倉庫と併せて、収納能力

の向上を図っています。急激な増加は難しいものの、災害時に、より機動的な対応が可能となるよ

う、備蓄品のさらなる充実に努めてまいります。 

今後も、外部環境や技術動向に注視しつつ、自社プロダクトにどのような変化を加えるべきか、

またそれをいかに社会や顧客への貢献につなげていくかを常に意識しながら、さまざまな課題に対

応してまいる所存です。 
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「外部及び内部の課題」、「利害関係者のニーズ及び期待」につきましては、下記「状況分析シー

ト」にまとめております。また、事業活動や環境側面に伴う環境影響を決定、「環境影響評価

表」に示し、今期の取組みを決定しております。 

 

 

○

2025年6月4日

・ウェルビーイングの追求

・若手の採用

・人事制度全般の刷新

・発注量（取引量）の増加

利
害
関
係
者

協力業者
顧客

近隣住民
（会社・現場）

顧客

従業員
協力業者

・相互便益

・良好な関係性の継続

・労働環境の安全と衛生

・高品質

・工期の順守

・高単価であっても土地を購入する

・良好なコミュニティー形成

・地域貢献

・環境保全（大気汚染・土壌汚染・振

動・粉塵等）

・良好な街づくり

・省エネルギー住宅

・資産価値の高い住宅

・環境に配慮した企業

・取引条件の見直し

・建築業界におけるネットワーク強化、職人数の確保策

・魅力ある建物のプランニング強化など、付加価値の向上

・情報の共有

収益悪化・利益減少

技術の伝承が途絶える

工期遅延・職人の取合

い

顧客からの選択機会の

損失

付加価値の開発による

顧客からの選択機会の

増加

★解体工事における石綿分析結果報告・マニフェスト伝票の

取得及び共有率100％

・部門間フィードバックの実施と改善

・クレームの全社共有

・建築現場の社内検査実施

・建物完成時に改善を含めた社内内覧会実施

・地域環境に配慮したプランニング

・迅速なクレーム対応

地域住民からの苦情に

よるイメージダウン

OB顧客からの不信感

更なる品質向上改善が

見込める・接触機会が

増える

インフレ経済
建築費の高騰
職人の不足
働き方改革に伴う諸問題

○

現場近隣住民からの苦情
OB顧客からの不具合 〇 ○ ○ 〇

・教育制度の構築

・人事制度の運用

・資格取得サポートの充実

低炭素社会への適応 ○ ○ ○ ○

若手人材の不足・社員の高年齢化
マネジメント人材の不足・有資格者の育
成

○ ○

★社内におけるゴミ排出量の削減

★OB顧客への省エネ商品リフォーム推進

★電気使用量のウォッチ

★分譲・注文住宅における長期優良住宅採用率100％

・グリーン商品の購入

・電子公告の強化（ホームページ・SNS・YouTubeなど）

・化石燃料消費削減策の実施

・電子発注システム導入による紙の削減

ノウハウ、技術の伝承

が途絶える・会社の存

続・マネジメント力の弱

体化・新規事業の推進

力不足・会社の成長が

衰える

高い経験値及び様々な

事業に関わることで成

長が見込まれ、若い方

の成長機会がとれる

若手がいると会社に新

しい風が吹く

顧客からの選択機会の

喪失

・補助金活用による販

売促進

・ガソリン・電気・省エネ

・環境意識の向上

・温室効果ガスの削減

・廃棄物削減

環
境
側
面

取組検討項目

★・・・今期目標

リスクまたは機会

リスク 機会

利害関係者の
ニーズ及び期待

気
候
変
動

状 況 分 析 シ ー ト

当社の状況

外
部
課
題

内
部
課
題

順
守
義
務

ネット環境の高速化と技術の発展・進
化 〇

顧客
社会

・多様なコミュニケーション環境

・情報提供アプローチの複線化
表面的な顧客情報収集

・ターゲット層との直接

的なアプローチ、マーケ

ティング活動

・双方向コミュニケー

ション機会の増加

・ITシステムの導入と入替

・生成AIの活用

 

 

 
 
 
 

 

７ 外部及び内部の課題・利害関係者のニーズ及び期待 
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※運用管理＝調査シート記載内容

電気の使用 照明器具の使用 定常時 直接 月98.2kwh/人 ● ● ● 6 低 大 ◎ ○

ＯＡ機器の使用 定常時 直接 ● ● ● 6 低 大 ◎ ○

冷暖房の使用 定常時 直接 ● ● ● 6 低 大 ◎ ○

ガスの使用 冷暖房・給湯器の使用 定常時 直接 月16.2㎥/人 ● ● ● 6 低 大 ○

紙の使用 コピーの使用 定常時 直接 月1.4kg/人 ● ● 4 低 大 ○

裏紙の利用 裏紙の利用 定常時 直接 ○ ○ 2 低 大 ○

ガソリンの使用 社有車の使用 定常時 直接 月137.96ℓ/台 ● ● ● ● ● 10 高 大 ○

水の使用 洗い場・トイレの使用 定常時 直接 月0.30㎥/人 ● 2 低 大 ○

グリーン商品の購入
本社事務商品･消耗品など

の購入
定常時 直接 使用率93.09％ ○ 〇 ○ ○ 4 低 大 ○

緑の保全活動
練馬みどりの葉っぴい基

金へ寄付
定常時 間接 100,000円/年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 低 小

可燃ゴミの発生 社内全体での発生 定常時 直接 月60.3kg ● ● ● 6 低 大 ◎ ○

プラリサイクルゴミの発生 社内全体での発生 定常時 直接 月2.7kg ● 2 低 大 ◎ ○

不燃ゴミの発生 社内全体での発生 定常時 直接 ― ● 2 低 大 ○

排気ガスの発生 社有車の使用 定常時 直接
320.33

kg-co2/ℓ
● ● ● ● ● 10 高 大 ○

トイレ・汚水槽汚泥の発生 業者による回収 定常時 直接 年50kg ● ● 4 低 小

フロンの発生 冷暖房の故障により発生 緊急時 直接 ● 2 低 小

小型家電リサイクルゴミの発

生
社内全体での発生 定常時 直接 0件 ● ● 4 低 小

家電リサイクルゴミの発生 社内全体での発生 定常時 直接 0件 ● ● 4 低 小

粗大ゴミの発生 定常時 直接 産廃業者 ● 2 低 小

資源ゴミの発生 ペットボトル・ビン・缶 定常時 直接 業者回収 ● ● 4 低 小

紙ゴミの発生 定常時 直接
リサイクル

回収
● 2 低 小 ○

火災の発生 緊急時 間接 ● ● ● ● ● ● 12 高 小

停電 緊急時 間接 ● 2 低 小

地震 緊急時 間接 ● ● ● ● ● ● ● 14 高 小

水害 緊急時 間接 ● ● ● ● ● 10 高 小

台風 緊急時 間接 ● ● 4 低 小

平成23年1月13日改訂
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自然災害の発生

＜事務所＞

環　境　影　響　評　価　表

活　　　動 環　境　影　響 判定評 価

良い影響・・・○（1点） 悪い影響・・・●（2点）
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※運用管理＝調査シート記載内容

土壌汚染
土壌汚染された土地の購

入
緊急時 直接 0件 ● ● 4 低 小

自主検査の実施 防水・木完・竣工検査 定常時 直接 100% ○ ○ ○ 3 低 小

長期優良住宅に対応した
設計

長期優良住宅認定基準適

合
定常時 直接 100% ○ ○ ○ ○ ○ 5 大 大 ◎

住宅における環境負荷の低減
SE構法による耐震住宅建築受注

率向上
定常時 間接 100% ○ ○ ○ ○ 4 低 大

特定家庭用機器 非定常時 間接 0件 ● ● 4 低 小 ○

建設リサイクル法 非定常時 間接 10件 ● ● 4 低 小 ○

振動の発生 非定常時 間接 0件 ● ● 4 低 小 ○

騒音の発生 非定常時 間接 0件 ● ● 4 低 小 ○

廃棄物の発生 非定常時 間接 10件 ● ● 4 低 小 ○

アスベストの飛散 非定常時 間接 3件 ● ● 4 大 小 ◎ ○

振動の発生 非定常時 間接 0件 ● ● 4 低 小 ○

騒音の発生 非定常時 間接 0件 ● ● 4 低 小 ○

廃棄物の発生 非定常時 間接 9件 ● ● 4 低 小 ○

廃プラスチック類廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 2.0㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

紙くず類廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 5.6㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

木くずの廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 6.6㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

金属くずの廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 0.0㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

陶磁器くず廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 3.4㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

石膏ボード廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 2.2㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

管理型建設混合廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 10.1㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

ガラス類の廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 0.0㎥/棟 ● ● ● 6 低 大 ○

がれき類の廃棄物発生 建築工事全般 定常時 直接 0.1㎥/棟 ○ ○ ○ 3 低 大 ○

産業廃棄物の発生 本社・アフターサービス 定常時 直接 49.0㎥/年 ● ● ● 6 低 大 ○

平成23年1月13日改訂
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環境委員会 

2024年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社大興ネクスタ 

ＩＳＯ１４００１事務局 
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株式会社大興ネクスタは、人が住まう「住空間」を提供する会社として、当社のミッション

である「“ひと と かち” 未来へつなぐ」を実現するために、環境に配慮した開発及び住

宅の設計・施工・販売を行います。 

持続可能な社会の実現に向け、環境への貢献を果たしながら、独自の“かち”を生み出すこ

とで、「わくわく」を提供する会社を目指します。 

そして、私たちとつながる全ての“ひと”に豊かな空間、幸福な時間を提供します。 

 

 

１．ISO14001に準拠した環境システムを構築し、環境管理活動を推進します。 

２．当社の事業活動が環境に与える影響を考慮し、環境目標を定め、定期的な見直しにより、 

環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。 

３．環境関連の法律、規則、協定などを遵守するとともに、自主基準を設定し、環境汚染の

未然防止に努めます。 

４．当社の事業活動が環境に与える影響のうち、重点テーマとして次の項目に取り組みます。 

（1）地球温暖化防止のため、省エネルギー・省資源・創エネルギーの推進に努めます。 

（2）当社が提供する住宅において、環境負荷の低減に努めます。 

（3）循環型社会の実現のため、グリーン購入の推進に努めます。 

５．この環境方針は当社の全従業員及び協力業者に周知徹底し意識の向上を図るとともに 

広く一般の人々にも公表します。 

 

 

2024年 8月 1日 

株式会社大興ネクスタ 

代表取締役 今井 榮一 

８ 環境方針の見直し 


